
春饉

考秋の候、ますますご清十のこととお暮び申に上げます。
このたびのすだff地意に離kては、.S温まる義薇合をおキせ
いただき、試にあり| どヾうございまにた。

告繰からおキせいただしヽた義損合は、彼災さイtたオ々の一
日も子い生静二上に薇ユてていただけるよう者彙ιこお属けし`た

kます。

新潟ネは二年前|こ発生kたす二人君人の復興に合力で

ネリ魚んでまいりまkたが、二び地君災客に見秦わイLることとなり
住宅績凛カログ穂などの暮人な彼客のほかネ内外漏にも人

きな影JIむ彙けております。

キピkネtては、一刻も子い復l口・復興にた力む拳げてネリ魚
んでれ り`ますので、今後ともご燿各とごよ滋をお願いにます。

このたびおキせいただしヽたごを構に対に、略儀ながら音ヤむ
もっておォヒ申に上げますとともιこ、告繰のますますのご養晟とご住
勝むおオケリ申に上げます.
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